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【
本
部
賃
金
対
策
担
当
役
員
・

中
村
修
一
記
】第
72
回
大
会
で
は
、

「
請
求
・
要
求
・
交
渉
・
獲
得
・

適
用
」
を
掲
げ
、
建
設
従
事
者
の

社
会
的
評
価
確
立
と

処
遇
改
善
、
国
民
本

位
の
建
設
政
策
を
実

現
す
る
産
業
民
主
化

運
動
の
促
進
を
確
認

し
ま
し
た
。
東
京
五

輪
に
伴
う
大
開
発
や
技
能
者
不

足
、
外
国
人
技
能
者
の
門
戸
開
放

な
ど
、産
業
は
激
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
変
化
を
就
労
環
境
向
上
に
結

び
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
そ

の
試
金
石
が
現
場
で
の
組
合
の
発

言
権
獲
得
に
あ
り
ま
す
。

東
京
土
建
は
首
都
圏
の
建
設
関

連
労
組
と
共
同
し
、
不
払
い
解
決

や
労
災
事
故
防
止
、
賃
金
ア
ン
ケ

ー
ト
を
通
じ
て
大
手
建
設
企
業
を

動
か
し
て
き
ま
し
た
。
新
国
立
競

技
場
に
お
け
る
青
年
過
労
自
殺
事

件
で
は
、
早
朝
宣
伝
行
動
が
マ
ス

コ
ミ
や
国
に
伝
わ
り
、
建
設
業
の

働
き
方
改
革
促
進
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
昨
夏
の
「
丸
の
内
3
―
2

計
画
の
過
酷
労
働
問
題
」
で
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
宣
伝
が
現
場

内
の
労
働
者
の
共
感
と
信
頼
を
獲

得
、
ゼ
ネ
コ
ン
や
労
基
署
を
動
か

し
労
働
災
害
防
止
を
徹
底
さ
せ
る

変
化
を
生
み
ま
し
た
。

杉
並
支
部
で
は
区
内
公
共
工
事

現
場
で
数
年
間
に
渡
り
職
人
ア
ン

ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
、
賃
金
等
の

実
態
把
握
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
が

区
政
を
動
か

し
、
区
み
ず

か
ら
労
務
費

調
査
の
実
施

や
、
さ
ら
に

公
契
条
例
制
定
の
論
議
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
豊
島
支
部
で
は
現
場

で
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
区
職
員

立
会
い
の
も
と
労
働
福
祉
増
進
と

な
る
建
退
共
説
明
会
開
催
は
、
全

国
的
に
も
優
れ
た
経
験
で
す
。

現
場
活
動
を
す
す
め
る
に
は
仲

間
が
必
要
で
す
。
加
入
し
て
い
な

い
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
事
業
所
の
組
合
員
に
も
組
合

運
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
組
合
に
縁
遠
か
っ
た

調
布
支
部
の
事
業
主
が
丸
の
内
3

―
2
現
場
に
つ
い
て
「
東
京
土
建

ス
ゴ
イ
よ
、
現
場
の
暴
走
を
止
め

て
く
れ
て
、
社
員
も
喜
ん
で
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
は

組
合
に
協
力
を
し
ま
す
」
と
。
現

場
の
組
合
、
東
京
土
建
を
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東
京
土
建
の
各
支
部
で
は
現
場
前
で
賃
金
単
価
引
き
上
げ
、
就
労
実
態
を
聞
き
取
る
宣
伝
行
動
（
2

月
18
日
〜
3
月
8
日
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
杉
並
（
2
月
20
日
）
、
小
金
井
国
分
寺
（
2
月

22
日
）
、
西
東
京
、
清
瀬
久
留
米
合
同
（
2
月
28
日
）
、
練
馬
（
3
月
8
日
）
各
支
部
の
取
り
組
み
を

本
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

退場する労働者にアンケートをとる杉並支部の
行動参加者（ヘルメット着用）

杉
並
支
部
は
、
毎
月
現
場
訪
問

・
宣
伝
行
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
月
20
日
、
高
井
戸
小
中
一
貫
校

新
築
現
場
で
行
動
を
実
施
。
こ
の

現
場
で
は
、
昨
年
4
月
か
ら
現
場

監
督
に
粘
り
強
く
申
し
入
れ
、
現

場
内
で
の
従
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
と
対
話
を
中
心
と
す
る
行
動
を

実
現
し
、
こ
の
日
で
10
回
目
に
な

り
ま
す
。

工
程
表
に
よ
れ
ば
、躯
体
工
事
、

内
装
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

4
時
過
ぎ
か
ら
従
事
者
の
退
場
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
お
茶
や
タ
オ
ル
と
宣
伝
物
の
入

っ
た
袋
を
渡
し
な
が
ら
、
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
協
力
を
求
め
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
建
退
共
制
度
表
を
使
っ
て

説
明
も
し
ま
し
た
。
「
全
く
賃
金

上
が
っ
て
い
な
い
。
日
給
1
万
4

5
0
0
円
」
（
は
つ
り
50
代
、
経

験
18
年
）
な
ど
賃
金
は
横
ば
い
と

い
う
回
答
ば
か
り
。
1
次
業
者
の

専
属
下
請
の
よ
う
な
就
労
形
態
で

自
己
負
担
が
大
き
い
従
事
者
も
い

ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者

は
月
給
で
14
〜
15
万
円
と
の
こ
と

で
最
賃
に
も
満
た
な
い
と
思
わ
れ

る
賃
金
実
態
も
あ
り
、
「
仕
事
が

き
つ
く
て
、
母
国
に
戻
っ
て
や
り

た
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

田
中
杉
並
区
長
か
ら
は
公
契
約

条
例
制
定
に
向
け
前
向
き
の
発
言

も
あ
り
、
杉
並
支
部
で
は
現
場
労

働
者
の
実
態
を
し
っ
か
り
つ
か
み

な
が
ら
、
条
例
制
定
と
そ
の
内
容

の
充
実
を
確
固
と
し
た
も
の
に
す

る
よ
う
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

練
馬
支
部
で
は
建
設
ユ
ニ
オ
ン

練
馬
支
部
と
練
馬
建
設
協
議
会
を

組
織
し
、
練
馬
区
に
働
き
か
け
、

年
2
回
、
現
場
宣
伝
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。
直
近
で
は
、
昨
年
11

月
に
大
泉
東
小
学
校
改
築
現
場
な

ど
4
カ
所
で
元
請
企
業
に
申
し
入

れ
を
行
な
っ
た
上
で
従
事
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
大
泉
東
小
現
場
は
当
初
、

現
場
所
長
か
ら
懇
談
を
断
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
区
役
所
の
紹
介
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
実
現
に
至

り
ま
し
た
。

3
月
8
日
に
実
施
し
た
宣
伝
行

動
は
東
京
土
建
単
独
と
い
う
こ
と

か
ら
、
現
場
実
態
の
把
握
よ
り
東

京
土
建
の
加
入
案
内
を
重
視
し
て

行
な
い
ま
し
た
。
区
内
4
カ
所
で

実
施
し
、
環
状
7
号
線
沿
い
マ
ン

シ
ョ
ン
新
築
工
事
現
場
（
元
請
・

フ
ジ
タ
）
で
は
福
岡
忠
行
委
員
長

を
先
頭
に
「
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
組
合
に
」
と
あ
る
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
の
入
っ
た
拡
大
袋
を

配
布
し
な
が
ら
、対
話
し
ま
し
た
。

現
場
は
躯
体
工
事
が
終
了
間
近
と

い
う
こ
と
で
、
と
び
、
鉄
筋
の
従

事
者
が
多
く
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
安

全
帯
の
講
習
な
ど
を
切
り
口
に
対

話
。「
埼
玉
土
建
に
入
っ
て
い
る
」

「
中
野
支
部
で
す
」
「
小
平
東
村

山
支
部
だ
よ
」
と
意
外
な
ほ
ど
加

入
者
が
多
い
現
場
で
し
た
。

対話する福岡さん

小金井国分寺支部の
宣伝で配ったチラシ

小
金
井
国
分
寺
支
部
は
2
月
22

日
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
の
「
プ

ラ
ウ
ド
タ
ワ
ー
武
蔵
小
金
井
ク
ロ

ス
」
建
設
現
場
（
元
請
・
清
水
建

設
）
で
宣
伝
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

夕
方
の
1
時
間
の
行
動
で
、
13

人
の
従
事
者
か
ら
回
答
を
得
ま
し

た
。
清
水
建
設
は「
4
週
7
閉
所
」

「
4
週
8
閉
所
」の
現
場
で
は
技
能

労
働
者
の
賃
金
補
て
ん
を
行
な
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
現
場
は

「
4
週
6
閉
所
」
で
対
象
外
。
「
土

曜
閉
所
の
日
は
、
町
場
の
別
の
現

場
で
働
い
て
い
る
」
と
設
備
工
の

従
事
者
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

支
部
で
は
こ
の
現
場
で
の
行
動

を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
道

に
賃
金
調
査
を
行
な
い
、
た
と
え

ば
型
枠
大
工
で
は
平
均
賃
金
額
が

1
万
5
1
2
5
円
と
設
計
労
務
単

価
と
は
1
万
円
近
い
差
が
あ
る
と

い
う
デ
ー
タ
も
つ
か
ん
で
い
ま

す
。
1
月
の
小
金
井
市
と
の
懇
談

（
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
）で
は
、
こ

れ
ら
の
数
字
を
示
す
と
、
市
職
員

の
側
か
ら「（
設
計
労
務
単
価
と
の

開
き
に
は
）び
っ
く
り
し
て
い
る
」

と
の
発
言
を
得
て
、
公
契
約
条
例

の
制
定
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

降りしきる雨の中で宣伝する西東京
支部と清瀬久留米支部の仲間

【
西
東
京
・
書
記
・
石
島
淳
記
】

2
月
28
日
、
西
東
京
支
部
と
清
瀬

久
留
米
支
部
合
同
の
現
場
宣
伝
行

動
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

冷
た
い
雨
模
様
の
中
、
実
施
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
全
体
21
人
の

参
加
で
し
た
。

現
場
は
、
西
東
京
市
の
公
共
工

事「
市
立
中
原
小
学
校
解
体
工
事
」

で
、
現
在
、
昭
和
40
年
代
に
新
築

さ
れ
た
小
学
校
が
築
50
年
を
向
か

え
、
建
て
替
え
の
時
期
に
入
っ
て

い
ま
す
。
今
回
入
札
時
に
は
25
社

が
応
札
し
た
も
の
の
、
市
内
業
者

が
1
社
も
無
く
落
札
率
も
70
％
で

し
た
。
現
場
従
事
者
に
き
ち
ん
と

賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
、

危
惧
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
校
庭
に
駐
車
可
能
な
た

め
、
車
で
入
退
場
す
る
職
人
さ
ん

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
直
接
宣
伝

物
を
渡
す
こ
と
は
困
難
で
し
た

が
、
退
場
の
際
ほ
と
ん
ど
の
職
人

さ
ん
が
車
か
ら
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
な
ど
、
宣
伝
行
動
そ
の
も
の
は

好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
取
り

組
み
と
な
り
ま
し
た
。今
後
、支
部

独
自
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
宣
伝
も
検
討

し
て
い
く
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

好意的反応あり
冷雨の中共同で取組

賃
金
の
実
態
を
正
確
に
つ
か
み

杉並

公
契
約
制
定
に
つ
な
げ
る

委
員
長
が
先
頭
で

練馬

組
合
加
入
も
呼
び
か
け

清
瀬
久
留
米

西

東

京

清
水
の
現
場
で
毎
月
調
査

小金井
国分寺

数
字
に
市
も
驚
き

労
働
者
福
祉
向
上
や
公
契
約
へ

理
解
広
げ
組
織
化
進
め
る

理
解
広
げ
組
織
化
進
め
る


